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うるおいと生きがいのあるまち
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特集　めざそう交通安全日本一

わら細工を作っ彪よ

　「これって難しいなあ…　」。99日向市福祉のつ

どいでは、子供たちが高齢者クラブの皆さんに手ほ

どきを受けながら、わらじなどのわら細工作りに挑

戦しました。悪戦苦闘する子供たちをみて、「どれ、

貸してみい」と飛び入りする方も…　』

　さてさて、どんなわらじができたかな。

■広報ひゆうがは、次号（3月・4月合併号）から毎月1日発行に変わります。



通
安
全

日
本
一

昨
年
、
交
通
死
亡
事
故
減
少
率
日
本
一
で
あ
っ
た
県
内
で
は
、
今
年

に
入
り
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

日
向
警
察
署
に
よ
る
と
、
市
内
で
は
昨
年
、
2
1
6
件
の
人
身
事
故

が
発
生
し
、
8
人
が
死
亡
、
2
6
1
人
が
負
傷
し
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
は
、
被
害
者
で
あ
れ
加
害
者
で
あ
れ
ど
ち
ら
の
人
生
も
一

瞬
に
し
て
変
え
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
日
本
一
安
全
で
交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
を
、
み
ん
な
で
っ

く
り
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
の
検
挙
率

県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

　
運
転
免
許
証
の
保
有
状
況
を
見
る

と
、
平
成
1
0
年
1
2
月
末
現
在
の
市
の
免

許
人
口
は
3
万
5
2
9
6
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
人
口
の
約
6
割

の
方
が
運
転
免
許
を
所
持
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
警
察
署
の
ま
と
め
に
よ
る

居
住
市
町
村
別
の
違
反
統
計
を
見
る

と
、
日
向
市
の
免
許
人
口
に
対
す
る
飲

酒
運
転
の
検
挙
数
、
つ
ま
り
検
挙
率
は

県
内
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
っ
て
い
ま

す
。　
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
は
、
死
亡
事

故
に
な
り
や
す
く
、
中
で
も
「
酒
酔
い

運
転
し
に
よ
る
事
故
は
ほ
か
の
事
故
よ

り
1
0
倍
以
ト
も
致
死
率
が
高
く
、
お
よ

そ
5
件
に
1
件
の
割
合
で
死
亡
事
故
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
。
乗
る
な
ら
飲

む
な
」
と
い
う
ド
ラ
イ
バ
ー
の
心
構
え

は
も
ち
ろ
ん
、
周
囲
の
人
が
車
を
運
転

す
る
人
に
酒
を
勧
め
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。
市
民
全
員
で
、
事
故
を
未
然
に

防
ぎ
、
飲
酒
運
転
検
挙
率
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
と
い
う
不
名
誉
な
記
録
を
返
上
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
に
よ

る
検
挙
率
は
、
県
内
で
ワ
ー
ス
ト
ー
4
位

に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
は
、
臼
動
車

に
乗
る
人
の
ル
ー
ル
で
す
。
こ
れ
は
、

2

も
し
も
衝
突
事
故
な
ど
が
起
こ
っ
た
と

き
、
乗
っ
て
い
る
人
の
命
を
守
る
た
め

に
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
人
間
が
、
自
分
の
手
と
足
で
支
え
ら

れ
る
衝
撃
は
、
お
よ
そ
時
速
7
キ
ロ
ぐ

ら
い
ま
で
。
通
常
の
走
行
速
度
で
は
、

さ
ら
に
強
い
衝
撃
が
加
わ
り
、
ベ
ル
ト

を
し
て
い
な
け
れ
ば
人
間
の
体
は
フ
ロ

ン
ト
ガ
ラ
ス
を
破
っ
て
車
外
に
飛
び
出

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
自
動
三
乗
車
中
の
死
者
の
う
ち
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
な
か
っ
た
人
は

6
割
を
超
え
て
お
り
、
そ
の
う
ち
約
4

割
の
方
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
れ

ば
助
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
動
車
に
乗
る
と
き
は
、
運
転
席
、

助
手
席
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
後
部
シ
ー

ト
に
乗
る
方
も
き
ち
ん
と
着
用
を
。
小

さ
な
了
供
は
、
ひ
ざ
に
抱
か
ず
、
体
格

に
あ
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
に
乗
せ

ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
や
子
供
の
事
故
が

増
加
し
て
い
ま
す

　
最
近
の
事
故
の
特
徴
と
し
て
、
特
に

目
立
っ
て
い
る
の
が
、
小
さ
な
子
供
や

高
齢
者
の
方
が
巻
き
込
ま
れ
る
事
故
。

　
小
さ
な
子
供
と
一
緒
に
出
か
け
る
と

き
は
、
子
供
の
f
を
し
っ
か
り
握
り
、

目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。
通
学
・
通
園
ル
ー
ト
は
、
子
供
と

一
緒
に
歩
き
な
が
ら
、
子
供
の
目
線
で

危
険
個
所
を
確
認
す
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
入
学
、
人
園
の
季
節
を
迎
え
、
子

供
た
ち
も
新
た
な
環
境
へ
で
て
い
く
機

会
が
増
え
て
き
ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ

ん
は
、
ぜ
ひ
通
学
、
通
園
ル
ー
ト
の
チ

ェ
ッ
ク
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
子
供
の
視
野
は
、
大
人
よ
り
狭
い
こ

と
、
身
長
の
違
い
か
ら
視
点
も
低
い
こ

と
な
ど
が
分
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
事
故
の
一
因
に
は
、

社
会
全
体
の
高
齢
者
層
の
増
加
と
い
う

背
景
も
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者
の
交
通

事
故
死
者
数
の
割
合
は
高
齢
者
人
［
の

割
合
よ
り
も
約
2
倍
も
高
く
な
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　
年
齢
を
重
ね
る
に
な
る
に
つ
れ
、
視

力
や
反
射
神
経
な
ど
の
身
体
能
力
は
し

だ
い
に
低
下
し
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

若
い
と
き
と
同
じ
つ
も
り
で
動
い
て
い

て
も
事
故
を
避
け
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が

多
々
あ
り
ま
す
。
交
通
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
自
分
自
身

が
そ
れ
を
自
覚
し
た
う
え
で
行
動
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

，
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
高
齢
者

や
子
供
達
の
立
場
に
立
っ
た
思
い
や
り

の
あ
る
運
転
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

地
域
ぐ
る
み
で

暴
走
族
の
追
放
を

　
事
故
は
、
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
歩
行
者
、
自
転
車
、
自
動
車

な
ど
、
人
は
だ
れ
で
も
何
ら
か
の
か
た

ち
で
交
通
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
相
手
の
立
場
や
行
動
を
理
解

し
、
お
互
い
が
安
全
に
注
意
し
て
的
確

な
行
動
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
深
夜
、
爆
音
暴
走
を
繰
り
返

し
、
住
民
や
一
般
通
行
車
に
危
険
、
迷

惑
を
与
え
て
い
る
暴
走
族
を
地
域
ぐ
る

み
で
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
交
通
安
全
。
そ
れ
は
、
家
庭
で
、
地

域
ぐ
る
み
で
達
成
す
べ
き
課
題
で
す
。

　
交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
。
そ
ん
な
安

全
で
明
る
い
ま
ち
を
み
ん
な
で
築
い
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

顔面麦r会〃本一・めざぞう特葉

ロ　オ　き

交通課長に聞きました

豊岐幸啓さん（40歳）

Q．日向市の交通事故等の現状につい

　て教えてください

A．日向市では国道10号線や327

　号線での事故が多発しています。

　　また、近年、高齢者の事故が多く

　なっているのも現状です。

　　それと深刻な問題として暴走族問

　題があります。

　　そのほかにも、飲酒運転や速度違

　反が多いのも現状です。

Q．警察署では、これらの問題にどの

　ように対応していますか。

A．幹線道路における事故防止として

　は、取締の強化を図っています。高

　齢者対策としては「ヒヤリ、ハッと」

　作戦や一声運動、戸別訪問、交通安

　全ネットワークづくりによる啓発活

　動などを実施しています。暴走族対

　策としては、取締を強化しています

　が、それとあわせて各地域の皆さん

　が自分たちの地域の問題として暴走

　族追放運動を図っていただきたいと

　思います。

Q．市民の皆さんへ一言どうぞ。

A．卒業、入学のシーズンを迎えます

　が、新たな出発点として、交通安全

　意識をしっかりと身につけ、地域や

　家庭でなお一層の交通安全運動に取

　り組んでください。
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統
一
地
方
選
挙
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

宮
崎
県
議
会
議
員
選
挙

　
◇
告
示
1
1
4
月
2
日
目
金
）

　
◇
投
票
1
1
4
月
H
日
（
日
）

日
向
市
議
会
議
員
選
挙

　
◇
告
示
1
1
4
月
1
8
日
（
日
）

　
◇
投
票
1
1
4
月
2
5
日
目
日
）

市
議
会
議
員
選
挙

　
　
　
　
　
立
候
補
手
続
き
等
説
明
会

　
◇
日
時
1
1
3
月
6
日
午
後
－
時
3
0
分

目
◇
会
場
“
日
向
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

　
　
　
　
　
ム
・
2
階
軽
ス
ポ
ー
ツ
室

■問い合わせ

　市選挙管理委

員会事務局（雪

内線2233）

5

高木助役から委嘱状を受ける策定委員

　
市
は
1
月
2
8
［
、
「
介
護
保
険
事
業

計
画
及
び
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
策
定

委
貝
会
」
を
設
置
し
、
第
－
回
会
合
を

開
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
平
成
1
2
年
4
月
か
ら
施
行

さ
れ
る
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
、
保

険
給
付
の
円
滑
な
実
施
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
基
盤
の
着
実
な
整
備
を
進
め
る
た
め

の
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」

に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
の
導
入
に
か

か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
施
策
目
標
の
見
直
し

の
ほ
か
に
、
介
護
保
険
の
適
用
を
受
け

ら
れ
な
い
方
に
対
し
、
市
と
し
て
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
か
な
ど
幅
広
い
視
野

で
考
え
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

策
定
委
員
会
は
、
学
識
経
験
者
や
被
保

険
者
代
表
な
ど
2
0
人
で
構
成
さ
れ
、
任

期
は
3
年
。
今
回
委
嘱
さ
れ
た
委
．
員
の

み
任
期
を
来
年
3
月
末
ま
で
と
し
、
来

年
－
月
末
の
事
業
計
画
の
取
り
ま
と
め

を
目
指
し
ま
す
。

　
第
－
回
会
合
で
は
、
高
木
助
役
か
ら

委
員
一
人
ひ
と
り
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
た
後
、
会
長
に
石
川
安
雄
さ
ん
（
市

高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
）
、
副
会
長
に

井
ヒ
義
見
さ
ん
（
市
民
生
委
員
・
児
童

委
員
協
議
会
）
を
選
出
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
齪
・
高
齢
者
保
健
離
策
定
委
設
置
へ

長寿定期乗車券更新日程表
午前10時～11時30分 午後1時30分～3時

場　所 地　　　区 場　所 地　　　区

3月

P0日

i水）

老人福祉

Zンター

i春原町）

新生町・原田」・高

ｻ田J・日向台・圧

閨E梶木・大王谷

老人福祉

Zンター

i春原町）

富高・新田J地区

11日

i木）

南日向

�ｯ館

　平岩地区

i秋留を除く）

美々津
V人福祉

Zンター

幸脇・美々津地区

12日

i金）

細　島

�ｯ館
細島地区

細　島

�ｯ館
堀一方・曽根旙浦

15日

i月）

農　村
w人の家

塩見地区

16日

i火）

日野屋

�ｯ館

永江・江良・公園通り 亀崎中

�ｯ館

亀崎中・東・

�]町・鶴田J

17日

i水）

切島山一

謖�ｯ館

切島山1区・2

諱E松原・秋留

山　下

�ｯ館

比良・川路団地・長

]団地・山下・往還

※持参するもの

①印鑑（朱肉を必要とするもの）

②現在お使いの長寿定期乗車券（クリーム色）

長
寿
定
期
乗
車
券
を
更
新
し
ま
す

　
市
は
、
長
寿
定
期
乗
車
券
（
バ

ス
券
）
の
更
新
を
次
の
日
程
で

行
い
ま
す
。
手
続
き
は
、
代
理

の
方
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
現

在
お
使
い
の
乗
車
券
は
、
3
月

31

冾
ﾜ
で
し
か
使
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
指
定
さ
れ
た
日
に
都
合
の
悪

い
方
は
、
3
月
1
8
日
以
降
に
、

市
高
齢
者
あ
ん
し
ん
対
策
室
”

高
齢
者
福
祉
係
（
庁
舎
西
側
”

市
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
1

階
）
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
現
在
入
院
し
て
い
る

な
ど
、
今
の
と
こ
ろ
バ
ス
券
の

必
要
で
な
い
方
は
、
必
要
に
な

っ
た
と
き
に
更
新
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
高
齢
者
あ
ん

し
ん
対
策
室
“
高
齢
者
福
祉
係

（
含
内
線
2
1
6
8
V
へ
。

　　　む

灘

亀

勝
誘
・

干
「
6

＼

’ 一」

　　　　　　地域振興券の交付は

軽率3月20日からll
　日向市地域振興券のデザインも決定し、いよいよ3月20日から地域振興券を交付します。今回は、地域振
興券についてさらに理解を深めていただくために、これまで寄せられた質問等をQ＆A形式で紹介します。

Q．地域振興券は、どんな人が対象になるの？

A．15歳以ドの子供がいる世帯の世帯主や、要件

　を満たす65歳以上の方、各種年金、手当の受給

　者に交付されます。詳しくは、広報ひゆうが1月

　号をご覧になるか、市地域振興券推進室までお問
　い合わせください。

Q．地域振興券の交付を受けるためには、どうすれ
　ばいいの？

A，15歳以ドの子供がいる世帯の世帯．i三に対して

　は、3月中旬に「地域振興券引換申請券」（はが

　き）を郵送しますので、指定日に申請を行ってく

　ださい。その他の該当者につきましては、2月に
　「地域振興券交付申請書（水色の封筒）」を郵送

　し、現在中請受付を行っています。まだ、申請さ
　れていない方は、お早めに申請してください。

Q．地域振興券は、どこで使えるの？

A．日向市に登録された特定事業者でのみ使川でき

　ます。特定事業者は、右側のステッカーを店頭等
　に表示することになっています．

Q．地域振興券は、どんなことに使えるの？

A．特定事業者で買い物をしたり、サービスを受け

　たりした代金の支払いに使用できますが、換金性

　のあるもの、公共料金の支払いなど、次のような
　ものには使用できません。

　◆使えないもの；切手、プリペイドカードの購入、

　　　　　　　債務の支払い、水道料金、税金の

　　　　　　　支払いなど
　　また、地域振興券を使用する場合には、釣り銭
　は支払われません。

Q．地域振興券は、他人に譲ってもいいの？

A．地域振興券の譲渡はできません。使用できるの
　は、交付を受けた本人か代理人に限られます。

Q．地域振興券を紛失したり、盗難にあったりした

　らどうなるの？

A．紛失や盗難による再発行はできませんので、大
　切に保管してください。

Q．私のお店も地域振輿券が取り扱えるようにする

　にはどうしたらいいの？

A．特定事業者については、随時受け付けています。

　地域振興券の取り扱いを希望する事業者は、市地

　域振興券推進室で申請を行ってください。

《
特
定
事
業
者
ス
テ
ッ
カ
ー
》

’回 し

［
目
］

ヨ

1「が

国

平成11年

3月20目か59月19日曝

し

刈
！

ノGr

蝿
◎日向市

，

日
向
市
地
域
振
興
券
は
、
こ
の
ス

テ
ッ
カ
ー
の
張
っ
て
あ
る
お
店
で

お
使
い
く
だ
さ
い
。

■地域振興券についてのお問い合わせば、市地域振
興券推進室（盈56－00で4）まで。

保留地売却一覧表

街区番号 面　　積 処分価格 間　口 奥行き

① 9街区5番1
（94，0坪）

R10．75㎡
15．218，000円

約17．5

@m

約20．6

② 18街区8番1
（1473坪）

S87．01㎡
24，288，600円

約1ス2

@m

約28．1

③ 20街区8番
（123．0坪）

S06．59m2
17，433，300円

約24．5

@m

約17．O

計 120435㎡ 56，939．900円

※ただし、水道引き込みi事代金は別途負担

　
市
は
、
亀
崎
上
地
区
画
整
理
事
業
（
第

2
工
区
）
地
内
の
保
留
地
を
売
却
し
ま
す
。

　
売
却
す
る
の
は
、
次
の
表
の
3
か
所

で
す
。
購
入
希
望
の
方
は
、
市
区
両
整

理
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込

者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
し
ま
す
．

　
申
し
込
み
の
際
は
住
民
票
、
市
税
完

納
証
明
書
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、

直
接
、
市
区
画
整
理
課
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
電
話
及
び
文
書
で
の
受
付
は
い

た
し
ま
せ
ん
。

◇
受
付
期
間
1
1
2
月
2
6
U
（
金
）
～
3
月

9
日
（
火
）
（
上
・
日
曜
日
を
除
く
）

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
区
画
整
理
課
（
盈

内
線
2
7
1
4
）

保
留
地
を
売
却
し
ま
す

4
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個人24人と2公民態を表彰

第31回日向市公民館振興大会は2月7日、

中央公民館で開かれました。大会では、市

内各地の自治公民館活動に貢献のあった個

人24人と、優れた公民館報を発行している

2公民館が表彰されました。

　式典に続いては、前綾町長の郷田實さん

が「地域づくりは公民館活動から」という

演題で講演し、参加者らが熱心に聞き入っ

ていました，

宇

職ム』

◎

《写真説明》

①大正琴の演奏　②キルト

の展示　③ナツ月下発表会

④玄米食・自然料理教室

⑤アメリカンフラワーの展

示　⑥野点コーナー

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
O
●
●
●
●
●
●
●

胴　　解

一r．一＿髪＿．L
出職鶯慧蹴露魑夏山

ウ孝ツ
　　ヲこンク

悔艶
’・．一

．擢

ま
で
開
か
れ
ま
し
た
．

り
“
ロ
ー

段
日
道
や
絵
画
、

ち
ぎ
り
絵
、
陶
芸
な
ど
の
展
．
小
の
ほ
か
、
ホ
ー
ル

で
の
発
表
や
参
加
音
を
交
え
て
の
体
験
講
座
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
．

　
市
は
、
全
国
学
校
給
食
週
間
の
一
環

と
し
て
「
日
向
市
学
校
給
食
展
」
を
1

月
3
0
日
か
ら
2
月
2
日
ま
で
ア
ス
テ
ィ

ロ
上
寿
屋
で
開
催
し
ま
し
た
。
給
食
展

に
は
、
市
内
の
小
中
学
校
か
ら
絵
画
や

ポ
ス
タ
ー
、
習
字
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、

買
い
物
な
ど
に
訪
れ
た
家
族
連
れ
な
ど

が
足
を
止
め
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
最
優
秀
賞

に
輝
き
ま
し
た
。
〈
敬
称
略
〉

◎
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部
1
1
か
い
し
ょ

う
太
（
日
知
屋
小
2
年
）
▽
赤
木
か
す

み
（
財
光
寺
南
小
3
年
）
▽
奈
須
崇
倫

（
日
知
屋
小
6
年
）
▽
中
田
里
美
（
日

向
中
3
年
）

◎
習
字
の
部
1
1
あ
か
し
た
か
ひ
ろ
（
大

王
谷
小
2
年
）
▽
黒
木
弘
子
（
日
知
屋

東
小
3
年
）
▽
赤
司
朋
子
（
大
王
谷
小

5
年
）
▽
藤
宗
綾
乃
（
富
島
中
3
年
）

司
6
し

．
こ
の

．
丸
唯

よ
ト

啓
’
．画

㌧
ま

調
払
”
勃

食
ぺ

5
．
・
」
．
テ
　
．
、

こ
め
は

幽
隠
つ
h
」
、
り

寒
端
．
池

緋
旨認
兆

か
き
●

　
帥
．
．

外
　八
裟
．

霧
り、

　
一

、

閻
羅
灘

　
　
　
未
し
　
茉

　
　
　
　
　
片
T
執

が

驚
遜
麟
蓬
賦

生
－
亀
入

米
麦

．
熱
ギ
訊
せ
瞭
」
一
拝
獄
葛
韓

展食給校学たれ勅劫＠多
7

中
央
公
民
館
の
・
．
ヒ
催
講
座
や
自
・
．
ヒ
学
習
グ
ル
ー

フ
の
皆
さ
ん
が
1
年
間
学
ん
だ
成
果
を
発
表
す
ろ

見
つ
め
よ
う
学
校
給
食

　
ホ
ー
ム
の
教
養
講
座
は
、
働
く
青
少

年
が
余
暇
活
動
の
中
で
教
養
や
知
識
を

身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
お
互
い
の
親

睦
を
深
め
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
で
は
、
平
成
U
年
度
前
期
教

養
講
座
（
平
成
1
1
年
4
月
置
9
月
）
の

受
講
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◇
開
講
式
1
1
4
月
2
日
（
金
）
午
後
6
時

30

ｪ
／
青
少
年
ホ
ー
ム
2
階

◇
受
講
料
1
1
無
料
（
た
だ
し
、
材
料
代

等
は
自
己
負
担
）

◇
応
募
資
格
1
1
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
す
る
勤
労
青
少
年
（
職
業
訓
練
校
生
、

求
職
中
の
方
、
家
内
労
働
者
を
含
む
）

◇
応
募
方
法
闘
3
月
3
1
日
ま
で
に
ホ
ー

ム
利
用
証
交
付
申
請
書
に
傷
害
保
険
料

5
0
0
円
と
前
期
友
の
会
費
5
0
0
円

（
6
か
月
分
）
を
添
え
て
、
ホ
ー
ム
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、

ホ
ー
ム
事
務
室
に
あ
り
ま
す
。

全国の地域づくり団体が集結

　全国各地でまちづくりに取り組んでいる人々が

・堂に会し、情報交換や交流を行う　「第10回地域

づくり団体全国研修交流会」が1月29日、30目の

2日間にわたり開かれました。「太平洋にほえろ

！～日向・門川でみんなの情報ブッブッ交換～」

と銘打って行われた日向門川分散会には、青森県

や秋田県などから15人が参加。．一行は、市内や門

川町内を視察した後、早速、地元の団体と意見交

換。会場内は、それぞれのまちづくりに対する意

見や思いが飛び交い、熱気にあふれていました。

　》
ノ
ピ譜

ト￥　　鰐　拒

じり　　　

⇔

東臼杵地区の代表となった渡辺さん

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
・
●
●

勤労青少年のみなさん

何かやってみょうがなと思ったら

ホβ「κのク

募集講座一覧表
いけ花教室

i池の坊）
6か月

．垂　　　　一　韮　間1…　巴　　　塁　　　　1間　　　雪

@　　　　　　　月曜日 35人
午後6時30分～9時

P回500円

絵画教室 〃 〃 20人
午後6時30分～9時

ｹ具は個人準備

料理教室 〃 火曜日 35人
午後7時～9時
ﾞ料代（1回500円程度）

茶道教室 〃 〃 25人

午後7時～9時　　　　　，栗子代（1回500円程度）

着付け教室 〃 水曜日 25人
午後7時～9時

�ｨ類は個人で準備

スポーツ教室
iバドミントン）

〃 〃 60人
午後7時～9時30分

H根代（ラケットは個人準㈲

スポーツ教室
@（テニス）

〃 金曜日 20人
午後7時～9時30分

zール代（ラケットは個人準備）

陶芸教室 〃
木曜日
k第2・第4）

30人
午後7時～9時
ﾞ料代（1回700円程度）

いけ花教室
@（小原）

〃 金曜日 35人
午後6時30分～9時

ﾞ料代（1回500円程度）

ゴルフ教室 〃 木曜日 10人
午後7時～9時

zール代個人負担

英会話教室 〃
木曜日
i第1・第3）

20人 午後6時30分～8時

※自主クラブとして、「ミニバレーボール」「音楽愛好会」

があり、随時募集しています。

　
東
臼
杵
地
区
新
有
権
者
意
見
発
表
会

は
1
月
1
9
日
、
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。
日
向
市
を
は
じ
め

県
北
2
市
5
町
5
村
か
ら
1
4
人
が
出
場

し
、
新
有
権
者
に
な
っ
て
思
う
こ
と
や

感
じ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
発
表
会
は
、
持
ち
時
間
7
分
の
間
の

発
表
内
容
や
態
度
を
審
査
し
、
東
臼
杵

地
区
の
代
表
2
人
を
選
ぶ
も
の
。
審
査

の
結
果
、
日
向
市
代
表
の
渡
辺
愛
さ
ん

（
公
園
通
り
）
が
見
事
、
県
大
会
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。

　
渡
辺
さ
ん
は
「
私
の
願
う
こ
と
」
と

い
う
演
題
で
、
活
動
を
続
け
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ふ
れ
な
が
ら
、
「
人
に

対
す
る
思
い
や
り
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
が
政
治
に
も
大
切
。
若
者
が
関

心
の
も
て
る
、
優
し
い
政
治
の
た
め
に

も
、
自
分
の
一
票
を
大
切
に
し
た
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。

新
有
権
者
が
抱
負
を
語
る

　
　
　
　
　
新
有
権
者
意
見
発
表
会

16
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㊦
祉
バ
ザ
ー
が
大
宰

　
9
9
日
向
市
福
祉
の
つ
ど
い
は

2
月
7
日
、
「
広
げ
よ
う
　
あ

な
た
と
　
わ
た
し
の
　
福
祉
の

輪
」
を
テ
ー
マ
に
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
つ
ど
い
の
最
大
の
呼
び

物
は
、
福
祉
バ
ザ
ー
。
衣
料
品

か
ら
陶
磁
器
、
電
化
製
品
な
ど

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
市
内

各
地
か
ら
持
ち
込
ま
れ
、
午
前

10

桙
ﾌ
オ
ー
プ
ン
前
に
は
大
勢

の
市
民
ら
が
集
ま
り
、
目
当
て

の
品
々
を
争
う
よ
う
に
し
て
買

い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
、

障
害
者
や
高
齢
者
の

福
祉
施
設
が
新
鮮
な

野
菜
な
ど
を
格
安
で

販
売
し
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
が
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー

や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
を
行
っ
た
り
し

て
、
つ
ど
い
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。

　
今
回
の
つ
ど
い
の
売
上
金
は

約
2
0
0
万
円
。
必
要
経
費
を

除
い
た
益
金
は
、
地
域
福
祉
の

充
実
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

活
性
化
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
基
金
と
し
て
積
み
立
て
ら
れ

ま
す
。

＠
の
馳
回
り
こ
募
檬
で
す

　
日
向
市
消
防
団
の
各
部
で
は
毎
年
、

火
災
の
発
生
し
や
す
い
1
月
を
中
心
に

夜
警
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
夜
警

に
あ
た
る
消
防
団
員
を
激
励
す
る
夜
警

巡
視
が
1
月
2
2
日
、
市
長
や
警
察
署
長

の
参
加
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
巡
視
員
は
、
6
班
に
分
か
れ
て
各
部

を
訪
問
。
整
列
し
て
待
ち
構
え
た
消
防

団
員
に
「
毎
晩
ご
苦
労
様
で
す
。
地
域

の
安
全
た
め
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
声
を
か
け
て
回
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
、
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
期
。
く

れ
ぐ
れ
も
、
火
の
元
に
は
ご
注
意
を
。

0
・
の
先
生
醤
つ
た
よ

　
東
京
ポ
ッ
プ
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
コ

ン
サ
ー
ト
が
1
月
3
0
日
、
市
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
翌

日
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

音
楽
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
あ
り
、
市
内
の
中

学
・
高
校
の
吹
奏
楽
部
の
生
徒
ら
約
1

5
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
生
徒
ら
は
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
や
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
な
ど
の
楽
器
ご
と
に
分
か
れ

て
、
基
礎
や
技
術
な
ど
を
直
接
プ
ロ
の

先
生
か
ら
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
短
い
時
間
で
し
た
が
、
今
後
の
音
楽

活
動
に
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

O
森
づ
く
り
を
籍
え
よ
う　日

向
市
ふ
る
さ
と
環
境
教
室
の
公
開

講
座
「
環
境
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
は

2
月
6
日
、
日
知
屋
公
民
館
で
開
か
れ
、

約
1
2
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
テ
ー
マ
を
「
今
、
森
づ
く

り
を
考
え
る
」
と
題
し
、
ど
ん
ぐ
り
1

0
0
0
年
の
森
を
つ
く
る
会
の
会
長
“

鳥
集
忠
男
さ
ん
、
諸
塚
村
森
林
組
合

長
”
甲
斐
重
勝
さ
ん
、
日
向
営
林
署
長

一
宮
川
孝
雄
さ
ん
が
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
意
見
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
闘
魂
さ
ん
は
、
ど
ん
ぐ
り
の
会
の
発

足
し
た
き
っ
か
け
を
交
え
な
が
ら
「
山

は
、
水
や
み
ど
り
、
そ
し
て
命
を
与
え

る
。
こ
の
命
の
源
で
あ
る
山
を
守
り
、

育
て
て
い
き
た
い
」
と
山
に
対
す
る
思

い
を
発
表
。

　
甲
斐
さ
ん
は
、
「
良
好
な
環
境
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
森
林
が
大
切

で
あ
る
。
し
か
し
、
森
づ
く
り
の
た
め

に
は
、
時
間
と
金
、
労
力
が
必
要
。
つ

ま
り
山
村
の
役
割
が
大
切
だ
」
と
訴
え

な
が
ら
、
魅
力
あ
る
林
業
の
あ
り
方
に

つ
い
て
も
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

　
宮
川
さ
ん
は
、
国
有
林
事
業
の
歴
史

を
紹
介
し
た
う
え
で
、
「
こ
れ
か
ら
は

管
理
経
営
に
関
す
る
情
報
の
公
開
や
、

国
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
森
林
計
画

づ
く
り
な
ど
、
開
か
れ
た
国
有
林
事
業

を
展
開
し
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
参
加
者
と
の
意
見
交
換
も

行
わ
れ
、
会
場
か
ら
は
活
発
な
意
見
や

質
問
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

’

㊦
え
よ
う

「
み
る
さ
と
料
瑠
」

　
細
島
公
民
館
は
1
月
3
0
日
、
細
島
小

学
校
の
6
年
生
を
対
象
に
「
ふ
る
さ
と

料
理
教
室
」
を
開
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
世
代
間
交
流
事
業
の
↓
つ

と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

細
島
婦
人
会
の
協
力
の
も
と
、
地
域
に

伝
わ
る
「
ふ
る
さ
と
料
理
」
を
継
承
し

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
児
童
ら
は
、
エ
プ
ロ
ン
姿
に
三
角
巾

と
い
う
い
で
立
ち
。
慣
れ
な
い
包
丁
を

握
り
な
が
ら
、
地
元
で
と
れ
た
魚
を
使

っ
た
料
理
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
さ
て
、

お
味
の
方
は
、
ど
う
だ
っ
た
か
な
。

0
分
だ
け
の
卒
業
証
書
を

　
美
々
津
小
学
校
を
今
年
卒
業
す
る
6

年
生
2
2
人
が
2
月
4
日
、
地
区
内
の
手

漉
き
和
紙
工
房
で
自
ら
の
卒
業
証
書
を

手
漉
き
し
ま
し
た
。

　
同
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
2
年
間
、

「
学
社
融
合
推
進
モ
デ
ル
校
」
と
し
て

県
及
び
市
の
指
定
を
受
け
、
そ
の
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
手
漉
き

和
紙
卒
業
証
書
も
そ
の
一
環
。

　
児
童
ら
は
今
年
3
月
、
世
界
に
一
つ

し
か
な
い
自
分
だ
け
の
卒
業
証
書
を
胸

に
、
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
小
学
校
を
巣

立
っ
て
い
き
ま
す
。
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こんにちは

　図書館です”

　図書館では、定例おはなし会を次の
とおり行っています。

・幼児対象＝毎週水曜日／午後3時～
3時30分

・小学生対象＝毎週水曜日／午後4時
～4時30分

・乳幼児対象；毎週木曜日／午前10時
～10時30分

　おはなし会では、子供．一人ひとりに

本の世界を楽しんでもらうために、図
書館ボランティアの皆さんの協力を得
ながら、絵本の読み聞かせや素話、紙
芝居、ブックトーク等を行っています。

　また、図書館でのおはなし会とは別
に、外へ出向いていく「出張おはなし
会」も地区の子供会や小学校等からの
要請を受け行っています。

　おはなし会の時間は、30分から1時

間ですが、あまり長いと小さい子供た
ちにとって負担となりますので、この
時間内に楽しんでもらう工夫をしてい
ます。

　子供たちは正直ですので、子供たち
の反応が採点結果です。読み手、語り
手の方へ、首を伸ばし頭を傾けて聞い
てくれる子供たちを前にすると本当に
よかったと思います。

　大人になってから子供時代に本を読
んでもらったことを思い出します。あ
の時は、子供なりに人間の強さや弱さ
について学んでいたのだと思います。

　子供たちのこれからの生活の中に、
読書の楽しさや本からの励ましを取り
入れることのお手伝いができたら、図
書館のおはなし会としてこんなにうれ
しいことはありません。

《休館日のお知らせ》

3月／1、2、8、15、21、2a23，29日

4月／1、5、12、19、26、29日

　
皆
さ
ん
は
、
新
年
を
ど
の
よ

う
に
過
ご
し
ま
し
た
か
。

　
私
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正

月
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
過
ご

し
ま
し
た
。
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
は
、
お
正
月
は
ど
う
過
ご

し
ま
す
か
」
と
よ
く
聞
か
れ
ま

す
が
、
お
正
月
の
過
ご
し
方
は
、

人
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
お
正
月

と
口
底
の
お
正
月
を
比
べ
る

と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
お
正

月
は
、
あ
ま
り
伝
統
的
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
お
正
月
は
、
日
本
の
と

は
異
な
り
、
パ
ー
テ
ィ
ー
で
始

ま
る
の
で
す
。

　
パ
ー
テ
ィ
ー
の
形
態
は
い
ろ

い
ろ
で
す
。
ナ
イ
ト
・
ク
ラ
ブ

で
ダ
ン
ス
・
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行

わ
れ
た
り
、
自
宅
で
デ
ィ
ナ

ー
・
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
た

り
し
ま
す
。

　
1
2
月
3
1
日
の
夜
は
、
友
達
と

パ
ー
テ
ィ
ー
で
過
ご
す
人
が
多

い
よ
う
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
お
正
月
は
、
季
節
が
夏
な

の
で
、
大
勢
の
人
が
、
海
岸
や

通
り
に
集
ま
り
、
音
楽
を
流
し

な
が
ら
お
酒
を
飲
ん
だ
り
、
ダ

口
　　

@　

@
¶
圃
■
田
¶
一
2
日
」
．
■
2
日
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
お
正
月

お
正
月
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
々
は
、
「
新
年
の

決
心
」
と
し
て
そ
の
年
の
目
標
を
立
て
ま
す
。

ン
ス
を
踊
っ
た
り
し
て
、
ビ
ー

チ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
ま
す
。

　
1
2
時
の
1
0
秒
前
に
な
る
と
、

皆
で
新
年
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
を
し
ま
す
。
そ
し
て
、
1
2
時

に
な
る
と
、
「
ハ
ッ
ピ
ー
　
ニ

ュ
ー
　
イ
ヤ
ー
」
と
叫
ん
で
抱

き
合
っ
た
り
、
キ
ス
し
た
り
し

ま
す
。
私
も
、
例
年
、
ビ
ー

チ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
や
ダ
ン
ス
・

パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
掛
け
て
、
新

年
を
迎
え
る
の
で
す
が
、
今
年

は
友
達
の
家
で
、
た
き
火
を
し

な
が
ら
、
お
酒
を
飲
ん
だ
り
、

音
楽
を
か
け
て
踊
っ
た
り
し

て
、
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
は
、
「
新
年
の
決
心
」

を
し
ま
し
た
か
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
は
、
人
々
は
、
お
正
月

に
「
今
年
は
タ
バ
コ
を
や
め
る
」

と
か
、
「
や
せ
る
」
と
い
う
よ

う
な
「
ニ
ュ
ー
　
イ
ヤ
ー
ズ

リ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
新
年
の

決
心
）
」
を
し
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
決
心
で
さ
え
、
2
、
3
日

で
忘
れ
る
人
が
多
い
よ
う
で

す
，
実
は
、
私
は
今
ま
で
、
あ

ま
り
新
年
の
決
心
を
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
守
ら
な
い
と

分
か
っ
て
い
る
決
心
を
す
る
く

ら
い
な
ら
、
最
初
か
ら
し
な
い

方
が
い
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら

で
す
。
で
も
、
守
ろ
う
と
努
力

す
る
目
的
で
す
る
の
が
、
本
当

の
「
ニ
ュ
ー
　
イ
ヤ
ー
ズ
　
リ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
な
の
で
す
。

　
「
ド
リ
ー
ム
・
タ
イ
ム
」
と

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
先
住

民
族
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
考
え
方
や

文
化
を
指
す
言
葉
で
す
。

秘
、

●みんなの広場

．

曜

　
　
　
　
醜

難
轡
軸
犠
青

み
な
さ
き
が
は
な

鋸
鵡
一
難
麗
訪
記
⑭

（
ル
ー
ト
沿
い
に
あ
る
小
浜
）

　
平
成
8
年
の
春
、
私
と
妻
は
、
ち
ょ

う
ど
満
潮
の
時
間
に
、
こ
の
小
浜
を
歩

い
て
い
ま
し
た
。
波
が
寄
せ
て
砂
浜
歩

き
で
は
靴
が
濡
れ
る
の
で
、
木
立
の
中

を
歩
い
て
い
た
の
で
す
が
、
妻
は
頼
り

に
っ
か
ん
だ
小
枝
が
折
れ
た
と
か
で
、

肩
を
痛
め
た
と
言
い
な
が
ら
砂
浜
に
降

り
て
き
ま
し
た
。

　
前
を
歩
い
て
い
た
私
は
、
振
り
返
っ

一

　
　
　
ず

　
　
≡
．
’
ご

　
絵
．
．
．
踊

躍
．議

巨大な生物が目撃されたr小浜」

て
様
子
を
う
か
が
い
ま
し
た
が
、
そ
う

　
　
大
し
た
こ
と
も
な
さ
そ
う
だ
っ

　
　
た
の
で
、
再
び
歩
き
だ
そ
う
と

　
　
前
方
に
目
を
や
っ
た
と
き
の
こ

　
　
と
で
す
。
波
打
ち
際
で
何
や
ら

動
い
て
い
る
も
の
が
見
え
ま
し
た
。

　
私
は
、
し
ば
ら
く
見
つ
め
て
、
思
わ

ず
「
あ
れ
は
何
だ
」
と
叫
び
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
3
0
メ
ー
ト
ル
前
方
の
波
間

に
、
約
6
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
背

び
れ
が
海
面
に
顔
を
出
し
、
右
に
左
に

揺
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ひ
れ
の
下
に

は
、
浅
黒
い
魚
体
ら
し
き
も
の
が
見
え

る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
「
瞬
、
巨
大
な
サ
メ
と
思
わ
れ
ま
し

た
が
、
そ
れ
に
し
て
は
何
と
も
よ
た
よ

た
し
て
い
て
、
な
ん
と
な
く
胴
体
も
短

い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
波
に
任
せ
て

浮
い
て
い
る
だ
け
の
様
子
か
ら
し
て
、

こ
れ
は
相
当
に
弱
っ
て
い
る
も
の
と
考

え
、
思
い
切
っ
て
近
づ
い
て
み
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
幸
い
波
打
ち
際
に
高
さ
ー
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
岩
場
が
あ
り
、
波
を
気
に
し
な

が
ら
そ
こ
に
駆
け
上
が
り
ま
し
た
。
4

～
5
メ
ー
ト
ル
の
近
さ
で
そ
れ
を
見
た

私
は
、
さ
ら
に
驚
き
ま
し
た
。

　
何
と
ぞ
れ
は
、
ど
う
見
て
も
胴
体
が

半
分
し
か
見
え
ま
せ
ん
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ふ
る
さ
と
の
自

然
を
守
る
会
の
小
倉
久
信
さ
ん
（
原
町
）

に
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

梅
田

後
藤

大
介
さ
ん

　
　
　
　
（
2
5
歳
…
往
還
）

い
き
い
き

　老人保健施設ラポール向洋に勤務していま

す。介護」：として、毎口お年寄りのお世話を

しながら、昔話や軍歌、童謡を教わるなど楽

しく働いています。

　休口は、口向地区サッカーリーグに加盟し

ている門川クラブで汗を流したり、スポーツ

観戦をしたりしてリフレッシュしています。

青
春
ト
ー
ク

博
子
さ
ん

　
　
　
　
（
2
4
歳
　
浜
町
）

　勤務先は、日知屋東幼稚園です。かわいい

園児たちに囲まれ楽しい毎日を送っていま

す。年長児の担当で、もうすぐ卒園式。少し

寂しいけど、着実に成長しているみんなをみ

るとうれしいですね。元気の秘訣は、食べる

こと（？）。おいしいものを食べながら、の

んびりと電車で日本・周するのが夢です。
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囹
O
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趣
、
芭
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難
。
塾
騎
♪
。

72

・

女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
の
募
集

2
2
0
）
ま
で
。

■日向市公共施設管理公社からのお知らせ

　市公共施設管理公社では、職員1名を募集します。

募集期間は、3月1日～17日。詳しくは、市公共施
設管理公社（盈54－7174）へ。

あ
な
た
の
参
加
を

待
っ
て
い
ま
す

　
女
性
の
地
位
向
上
を
図
り
、

21

｢
紀
に
向
け
て
男
女
が
共
に

す
て
き
に
生
き
る
た
め
の
社
会

づ
く
り
を
目
的
に
毎
年
開
催
し

て
い
る
「
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
。

　
今
、
市
は
、
こ
の
女
性
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
企
画
、
運
営
な
ど
を

手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
実
行
委

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
市
内

に
住
ん
で
い
る
方
な
ら
男
女
を

問
わ
ず
ど
な
た
で
も
応
募
で
き

ま
す
。
1
0
回
目
と
な
る
今
年
、

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
希
望
す
る
方
は
、
3
月
1
9
日

ま
で
に
市
企
画
課
（
5
内
線
2

到

平
成
1
1
年
度
奨
学
生
の
募
集

奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す

◇
対
象
1
一
学
校
教
育
法
で
定
め

る
大
学
・
短
大
⊥
口
回
校
⊥
局
等

専
門
学
校
及
び
各
種
学
校
に
在

学
す
る
方

◇
定
員
1
1
若
干
名
（
6
月
下
旬

に
選
考
委
員
会
で
決
定
）

◇
貸
付
額
1
1
高
校
生
／
月
額
－

万
円
、
大
学
・
専
門
学
校
生
／

月
額
2
万
円

◇
貸
付
期
間
1
1
奨
学
生
の
在
学

す
る
学
校
の
正
規
の
修
業
期
間

◇
資
格
1
1
①
本
人
ま
た
は
保
護

者
が
引
き
続
き
1
年
以
上
本
市

に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
、

②
学
業
・
品
行
と
も
に
優
秀
か

つ
健
康
で
あ
る
こ
と
、
③
学
費

の
支
払
い
が
困
難
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
こ
と

◇
償
還
方
法
1
1
月
賦
、
半
年
賦
、

年
賦
の
い
ず
れ
か
に
よ
る

◇
償
還
期
限
1
1
貸
付
の
終
了
し

た
月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
6

か
月
を
経
過
し
た
後
、
貸
付
期

間
に
相
当
す
る
期
間
内

◇
提
出
書
類
1
1
①
奨
学
生
願
書

（
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

に
あ
り
ま
す
）
、
②
奨
学
生
推

薦
調
書
、
③
最
終
学
年
学
業
成

績
証
明
書
、
④
保
護
者
の
平
成

9
年
分
の
所
得
証
明
書
・
平
成

10

N
度
分
の
資
産
証
明
書
、
⑤

連
帯
保
証
人
（
2
人
）
の
平
成

10

N
度
分
納
税
証
明
書

◇
受
付
期
間
1
1
3
月
－
日
（
月
）

～
4
月
3
0
日
（
金
）

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
1
1
市
教

育
委
員
会
・
学
校
教
育
課
（
a

内
線
2
4
1
3
）

※
前
記
奨
学
金
制
度
の
ほ
か
に

労
働
金
庫
日
向
支
店
に
委
託
し

て
い
る
教
育
資
金
融
資
制
度
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
で
の
融

資
額
は
、
奨
学
生
－
人
に
つ
き

1
5
0
万
円
以
内
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
労
働
金
庫
口
向

支
店
（
雪
5
2
1
6
1
3
1
）
へ
。

国
民
健
康
保
険
学
生
特
別
保
険
証
の
発
行

高
校
・
大
学
等
に

進
学
す
る
方
へ

　
卒
業
、
入
学
の
季
節
で
す
。

こ
の
時
期
、
国
民
健
康
保
険
加

入
世
帯
で
、
4
月
か
ら
高
校
・

大
学
・
各
種
学
校
な
ど
に
入
学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　伽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曙　　葡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　■　　　　　　　　　　　　　　　　■　　■　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　■　　一　　　　　　　　　　■　　■　　　　　　　　　一　　■　　　　　　　　一　　一　　　　　　　一　　一　　　　　一　　一　　　　一　　一　　　一　　一　　一　　一一　　■一

3
月
の
相
談

い謬紫Ll

　　グラウンド・ゴルフ教室

　「地域の仲間づくり」「健康づ

くり」を目標に、グラウンド・ゴ

ルフを学んでみませんか。

◇日時＝4月7日（水）からの全10

回（毎週水曜日午前9時～正午）

◇会場＝お倉ケ浜総合公園

◇定員＝100人

◇内容＝ルール説明、基本技術、

ゲームの進め方など

◇問い合わせ＝市教育委員会社会

体育課（5内線2455）までご

連絡ください

日向市ミニ・バレーボール

　　　夜間リーグ戦

　女性を対象にミニ・バレーボー

ル夜間リーグを開催します。「体

力づくり」「喜びづくり」にお友

達同士でご参加ください。

◇日時＝4月5日（月）から毎週月

曜日（午後7時30分プレー開始）

◇会場＝勤労青少年体育センター

◇参加資格＝女性のみの1チーム

4～6人程度（チームごとにスポ

ーツ安全保険に加入すること）

◇チーム編成＝39歳以下の部、

40歳台の部、50歳以上の部

※先着定数で締め切ります

◇申込・間い合わせ富市教育委員

会社会体育課内日向市ミニ・バレ

ーボール夜間リーグ実行委員会

（費内線2455）

◇
交
通
事
故
巡
回
相
談

　
と
き
■
3
月
1
1
日
（
木
）

　
　
　
　
　
1
0
”
3
0
～
1
4
”
3
0

　
と
こ
ろ
■
中
央
公
民
館

◇
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　
と
　
き
■
3
月
1
8
日
（
木
）

　
と
こ
ろ
■
中
央
公
民
館

　
申
込
先
■
市
民
課

　
　
　
　
（
麿
内
線
2
1
4
0
）

◇
年
金
巡
回
相
談

　
と
　
き
■
3
月
9
日
（
火
）

　
　
　
　
　
0
”
0
～
5
“
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
と
こ
ろ
■
青
少
年
ホ
ー
ム

◇
子
育
て
相
談

　
と
　
き
■
3
月
1
3
日
・
2
7
日

　
　
　
　
　
0
”
0
～
6
“
0

　
　
　
　
　
1
　
　
　
0
　
　
　
1
　
　
　
3

　
と
こ
ろ
■
ア
ス
テ
ィ
日
向

◇
無
料
交
通
事
故
相
談

　
宮
崎
自
動
車
保
険
請
求
相
談

セ
ン
タ
ー
（
實
0
9
8
5
－
2
4

1
7
9
2
1
）
で
は
、
毎
週
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
無
料
交

通
事
故
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
時
間
は
、
午
前
9
時
3
0
分

か
ら
午
後
4
時
4
0
分
ま
で
。

　
ま
た
、
電
話
相
談
（
容
0
9

8
5
1
2
8
－
l
1
9
9
）
や
弁

護
士
無
料
相
談
（
予
約
制
）
も

行
っ
て
い
ま
す
。

■苗木の無料配布を行います

　　日時　3月7日（日）午前9時～

　　会場　市役所庁舎前

さ
れ
る
方
の
た
め
に
、
家
族
の

保
険
証
と
は
別
に
学
生
特
別
保

険
証
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
学
生
特
別
保
険
証
が
必
要
な

方
は
、
次
の
も
の
を
も
っ
て
市

民
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
必
要
な
も
の
1
1
印
鑑
・
保
険

証
・
在
学
証
明
書
（
お
急
ぎ
の

場
合
は
、
合
格
通
知
書
ま
た
は

入
学
許
可
証
で
も
受
け
付
け
ま

す
が
、
後
日
必
ず
在
学
証
明
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

　
ま
た
、
今
年
卒
業
さ
れ
る
方

は
、
学
生
特
別
保
険
証
の
有
効

期
限
が
3
月
3
1
日
で
切
れ
ま
す

の
で
、
保
険
証
を
返
却
す
る
と

と
も
に
、
次
の
も
の
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

《
そ
の
ま
ま
国
民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
る
方
》

◇
必
要
な
も
の
1
1
印
鑑
・
家
族

が
お
持
ち
の
保
険
証

《
社
会
保
険
な
ど
そ
の
他
の
保

険
に
加
入
し
た
方
》

◇
必
要
な
も
の
1
1
印
鑑
・
家
族

が
お
持
ち
の
保
険
証
・
新
し
く

加
入
し
た
社
会
保
険
証
等
ま
た

は
写
し

　
詳
し
く
は
、
市
民
課
（
盤
内

線
2
1
3
4
）
へ
。

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
の
所
有
者
へ

税
金
は
、
4
月
－
日
現
在
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
年
の

中
途
に
お
い
て
、
所
有
す
る
車

を
廃
車
し
た
り
、
所
有
者
が
変

わ
っ
た
り
し
た
と
き
は
、
早
め

に
届
け
出
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

《
こ
ん
な
と
き
は
届
け
出
を
》

◎
車
を
売
買
し
た
と
き

◎
廃
車
し
た
と
き

◎
所
有
者
名
が
変
わ
っ
た
と
き

◎
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

◎
車
体
を
変
更
し
た
と
き

◎
盗
難
、
標
識
の
紛
失
・
破
損
・

字
体
の
消
滅
が
あ
っ
た
と
き

※
農
耕
作
業
用
自
動
車
も
登
録

が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
税
務
課
（
冠

内
線
2
1
2
6
）
へ
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

今
年
の
評
価
額
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い

　
平
成
1
1
年
度
固
定
資
産
課
税

台
帳
の
縦
覧
を
3
月
－
日
か
ら

23

冾
ﾜ
で
行
い
ま
す
。
縦
覧
は
、

固
定
資
産
の
所
有
者
か
、
そ
の

同
居
の
家
族
、
納
税
管
理
人
ま

た
は
こ
れ
ら
の
方
の
委
任
状
を

持
っ
た
方
に
限
り
ま
す
。

◇
縦
覧
会
場
1
1
市
税
務
課
及
び

細
島
・
岩
脇
・
美
々
津
支
所

◇
期
間
1
1
税
務
課
／
3
月
－
日

～
2
3
日
（
土
、
日
曜
日
を
除
く
）
、

各
支
所
／
3
月
3
日
～
5
日

置
時
間
1
1
午
前
8
時
3
0
分
～
午

後
5
時

◇
料
金
1
1
無
料

◇
審
議
申
し
出
の
期
間
1
1
3
月

－
日
～
4
月
2
日

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
税
務
課
資

産
税
係
（
8
内
線
2
1
1
4
）

廃
車
の
手
続
き
は
お
早
め
に

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

差
し
押
さ
え
物
件
の
公
売

軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
な
ど
の

　
市
は
、
市
税
滞
納
処
分
に
よ

り
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
公
売

し
ま
す
。
こ
の
公
売
は
、
滞
納

者
が
市
税
を
自
主
納
付
し
な
か

っ
た
た
め
、
最
終
手
段
と
し
て

行
う
も
の
で
す
。

　
公
売
は
、
次
の
と
お
り
入
札

で
行
わ
れ
ま
す
。

◇
公
売
期
日
1
1
3
月
1
8
日
（
木
）

午
後
－
時
受
付
・
午
後
－
時
3
0

分
入
札

◇
公
売
場
所
1
1
日
向
市
役
所

◇
公
売
財
産
（
不
動
産
）
1
1
①
亀

崎
東
3
丁
目
の
雑
種
地
（
3
8

0
㎡
）
～
北
西
6
m
市
道
、
②

日
嗣
黒
字
櫛
の
山
の
宅
地
（
2

5
3
・
9
㎡
）
～
北
東
6
m
道
路

※
た
だ
し
、
滞
納
者
が
公
売
期

日
ま
で
に
市
税
を
完
納
し
た
場

合
は
、
こ
の
物
件
の
公
売
を
中

止
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
掲
示
板
の
公

売
広
告
ま
た
は
市
税
務
課
（
實

内
線
2
1
1
8
）
へ
。

蕎《ぎ窒Q＆A

Q．まもなく、日向市外に転出

する予定ですが、年金に関する

手続きは何か必要ですか？

A．まず、受給者については、

転出先の市区町村役場で年金証

書と印鑑を持参のうえ住所変更

届を行ってください。

　また、国民年金加入者は、住

民票所在地で保険料を納付する

ことになっていますので、転入

手続きの際、年金に関しても届

け出てください。特に失業など

で厚生年金資格喪失中の時は、

転入時に国民年金加入の手続き

を行う必要があります。

　《固定資産課税台帳の縦覧》

　市は、市内にある土地や家屋

をその所有者ごとにまとめた
「固定資産課税台帳」を毎年作

成し、賦課期日（1月1日）現在

の評価額等を登録しています。

　これに基づいて、その年度の

固定資産税が課税されます。

　縦覧とは、その登録された事

項を納税者自身に確認してもら

うもので、毎年3月1日目ら20

日間、税務課で台帳を閲覧でき

ます。もし、登録された事項に

不服がある場合は、固定資産評

価審査委員会に対して審査の申

し出をすることができます。

3月の献血

2日（火）／千代田病院（12：30～16：00｝

26日（金）／日向市役所（9二〇〇～12：00）、

　　　　協和病院｛13：30～16：00）

※日向ひまわりライオンズクラブ協力

　私たちの生命と健康を守るという重要な役割
を担う献血。献血は、見知らぬだれかのために
自分にできることとして、単に血液を提供する
だけでなく、心の豊かさを送ることです．

1月中の交通事故

（）内心月比

負傷者物損事故

9ノ＼　 l12f牛

（一10）　　（一13）

日向市分

人身事故死亡

8件　　0人

（一12）　　（一1｝

～死亡事故多発1守ろう交通安全～

73
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囹
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＜
趣
、
酋
6
一
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野
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鍵
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・
、

1

■カースティーと花見をしませんか

　定員　幼児と保護者50組

　会場　櫛の山（日用屋）

　申込・問い合わせ　市総務課（a内線2222）

が
ん
検
診
の
申
し
込
み

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

大
切
で
す

　
市
は
、
平
成
1
1
年
度
春
の
胃

が
ん
・
子
宮
が
ん
集
団
検
診
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
病
気
へ
の
対
策
と
し
て
は

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切

で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
地
区
1
1
平
岩
・
幸
脇
・

美
々
津
・
財
光
寺
・
塩
見
地
区

（
そ
の
他
の
地
区
は
、
秋
に
実

施
す
る
予
定
で
す
）

◇
対
象
年
齢
1
1
3
0
歳
以
上

◇
料
金
1
1
未
定
（
平
成
1
0
年
度

は
胃
が
ん
／
9
0
0
円
。
子
宮

が
ん
／
6
0
0
円
で
し
た
）

◇
検
診
時
期
睡
4
月
～
5
月

◇
申
込
方
法
1
1
受
診
希
望
検
診

名
（
胃
が
ん
・
子
宮
が
ん
）
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
市

健
康
管
理
課
健
康
増
進
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
し
込
ま

れ
た
方
に
は
後
口
、
日
程
・
料

金
・
検
診
会
場
な
ど
を
通
知
し

ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
健
康
管
理

課
健
康
増
進
係
（
雪
内
線
2
1

8
1
・
囲
5
6
－
1
4
2
3
）

住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

高
齢
者
福
祉
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　
市
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い

の
あ
る
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち

二二顯宛藁の豊縁更新
澱び新規豊■について

　平成8年6月1日付で、登録さ

れた米穀販売業者の方は、5月31

日で登録の有効期間が切れます。

継続してお米の販売を営まれる方

は、下記により更新登録の申請を

行ってください。

　また、新たに登録を希望する方
も同様に申請してください。

◇受付期問＝3月15日～4月30日

◇登録要件＝米穀の販売を行うた

めの売り場、その他常設の事業所

（受注、配達、代金回収等を行う

事業所）があること

◇申込・問い合わせ＝東臼杵農林
振興局農畜産課（80982－32－
6136）

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、

次
の
と
お
り
「
高
齢
者
保
健
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会
」

及
び
「
高
齢
者
保
健
福
祉
フ
ェ

ア
」
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

《
高
齢
者
保
健
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
大
会
》

◇
日
時
1
1
3
月
5
日
（
金
）
午
後

9
時
3
0
分
～

◇
会
場
1
1
市
中
央
公
民
館

◇
内
容
1
1
①
活
動
発
表
（
高
齢

者
福
祉
施
設
職
員
・
高
齢
者
保

健
福
祉
推
進
事
業
講
座
参
加
者

4
人
）
、
②
記
念
講
演
（
講

師
／
熊
本
学
園
大
学
社
会
福
祉

学
部
教
授
・
宮
崎
俊
策
さ
ん
、

演
題
／
社
会
福
祉
の
動
向
と
超

高
齢
社
会
～
地
域
の
共
生
を
め

ざ
し
て
～
）

《
高
齢
者
保
健
福
祉
フ
ェ
ア
》

◇
期
間
1
1
3
月
1
1
日
（
木
）
～
1
5

日
（
月
）

◇
会
場
闘
ア
ス
テ
ィ
日
向
寿
屋

◇
内
容
1
1
高
齢
者
に
か
か
わ
る

福
祉
施
設
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

保
健
福
祉
事
業
な
ど
の
紹
介
を

は
じ
め
、
介
護
用
品
の
紹
介
や

福
祉
・
健
康
相
談
な
ど

　　　　　　　　　盤

平成9年工業統計調査の公表

数享で見る日向市⑪

　平成10年11月号のこのコーナーでは、平成

8年までの工業統計調査による⊥場数・従業

者数及び製造品出荷額等の推移を掲載しまし

たが、9年分の数値が公表されましたのでお

知らせします。調査にご協力いただきました

製造業の皆様、ありがとうございました。

《調査結果》

①県全体

　■事業所数は、2，254事業所で、前年に比

　べ107事業所減少（一4．5％）しました。

　■従業者数は70，105人で、前年に比べ1，179

　人（一L7％）減少しました。

　■製造品出荷額等は、総額1兆3，724億円

　で、前年に比べ34億円（0．2％〉増加しました。

②日向市

　■事業所数は156事業所で、前年に比べ1事

　業所（一〇．6％）減少しました。

　■従業者数は5，121人で、前年に比べ9人

　（0．2％）増加しました。

　■製造品出荷額等は、総額LO28億円で、前

　年に比べ50億円（5．1％）増加しました。これ

　は、平成6年分とほぼ同額です。

平成9年工業統計調宜
　　　　　　（平成9年12月31日現在；単位；人・万円）
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■もくせい園児の募集

　対象　心身に障害のある児童及びその親

　問い合わせ　もくせい園（雪52－2572）
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団冨圏め醒冨冨
乳幼児健診

■3か月児健診
と　き◇3月12口（金）、261」（金）

対象◇平成10年12月生まれ

■7か月児健診

日　時◇3月19日（金）

対象◇平成10年8月生まれ

■1歳児健康相談

日　時◇3月9日（火）

対象◇平成10年2月生まれ

■1歳6か月児健診

口　時◇3月18日（木）

対　象◇平成9年8月生まれ

■3歳児健診

日　時◇3月5日（金）

対象◇平成7年8月生まれ
※受付時間は、3か月児／午後1

時～1時30分、7か月児・1歳6

か月児・3歳児／午後1時～2時、

1歳児／午前9時30分～10時です。

母子健康手帳を忘れずに、健康管
理センター（倉内線2181・2182）へ。

3月の休日在宅医

●7日　☆和田病院（内・外・脳

外・放・リハ實520011）☆緒方

医院（内・小児盛536333）☆田

中眼科（眼麿524009）

●14日　☆r股病院（内・外・山

外・胃腸・麻酔容580034）☆尾

崎眼科（眼目525600）☆今給黎

医院（内・循環含542459）☆寺

尾医院（産婦費631447）

●21日　☆渡辺病院（産婦・泌尿

費571011）☆天生堂医院（内・

整外・麻酔容538910）　☆武富医

院（皮容525522）

●22日　☆千代田病院（内・外・

整外・胃腸・リハ・皮・放・麻酔

含527111）☆柳［ll医院（産婦實

522950）☆瀧井病院（内・精神

含522409）

●28日　☆二木医院（産婦・外・

胃腸・放盈544468＞☆協和病院

（精神・神経倉542806）☆吉田

医院（内・循環・小児容544401）

※前もって、テレホンサービス
（費53－1214）で確認を。

黒
木
志
伸
さ
ん
・
海
斗
く
ん
（
美
砂
）

のびのび子育て

　子育てテレホンサービス《燈5

3－5857》の3月分のテーマ

は次のとおりです。

☆1日～7日／家庭のしつけと学

　　　　　　校のしつけ
☆8日～14日／よい親の条件

☆15日～22日／父親の役割

☆23日～29日／PTAについて

3月の母親学級

■17日（水）／妊娠中の健康管理

■24日（水）／妊娠中の食事（要予

　　　　　約・エプロン持参）

　会場は、市民健康管理センター

で、時間は17日が午後1時30分

から、24日が午前10時からです。

すくすく教室

●日時＝3月25日（木）午後2時～

●会場＝市民健康管理センター

●対象二生後6か月までの乳児を

育児中のお母さん・お父さん

●内容二①身体測定、②離乳食づ

くり、③育児相談、④交流会など

ハーイ！

　　　　　　保健婦です

　子供をもつお母さんの交通手段

として欠かせない存在となってい

る自動．車。本当に便利なものです。

　しかし、子供を乗せているとき

の車内事故が、増えてきているの

も現状です。子供を車内事故から

守るのは大人の責任です。

　次の3点は、特に多い車内事故

への対策です。ぜひ心掛けておい

てください。

①子供用安全シートの着甫を習慣

づけましよう。

　シートの着用は近い将来、義務

化されるという話もあり、善は急

げです。シートは、子供の成長・

体型にあったものを使用し、使用

前には金具等の点検にも気をつけ

ましょう。

②ドアの閥閉は、子供の動きを確

認して行いましょう。

　ドアで指を挟んだり、頭などを

ぶつけたりする事故もかなり報告

されています。

③子供だけを車に残さないように

しましよう。

　子供にとって車内は、未知の空

間です。危険から逃れる方法も分

かりません。　　　《渡辺》
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日向市の人ロと世帯

　　　　　　　　　（HIL2．1．現在）

人　口　58，962人〈一56＞

　男　　27，923人〈一33＞

　女　　31，039人〈一23＞

世帯数　　21，506世帯〈一　1＞

転　入　129人　転　出　160人

出生48人死亡73人
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